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「通信制発足70年、教育課題の変遷とレポート添削好事例」
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特別な支援を必要とする

1-1,1-2グラフ参考
R3・R2・R1文部科学省学校基本調査
H29定時・通信制教育の質の確保のための調査研究報告書



２広域通信制高校の広報

① 登校の少なさ、「ネットコース」、「集中スクーリング」

② 「通学コース（提携施設週5日）」、制服、学校らしさ

③ 単位修得率・卒業率の高さ

④ 専門コースでやりたいことが学べる「プログラミング」「映像」

⑤ 全日制・定時制からの転編入学機会の多さ
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３広域通信制高校のここが知りたい

①レポート内容、添削方法

②スクーリング内容、試験、学習環境

③担任制か、学習支援・キャリア支援・教育相談体制
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４公立通信制高校 教育活動の現状

○従来型の自学自習を前提とした厳格な教育活動で学びの質を担保

•週1～月2日対面スクーリングへの出席重視
（計画的継続的な視聴報告よりも）

•記述式紙レポート、添削回数２～４／通

•試験は合格ラインに達するまで再受験
（教員個々の学習支援）
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５公立通信制高校 教育活動の変化

平成30年 「高等学校通信教育質の確保・向上のためのガイドラインの改訂」後

〇公立高校に在籍していながら履修登録しない非活動生

（不活動生）に対する教員の積極的な働きかけ ➡ 促進

〇計画的継続的なメディア視聴報告による減免 ➡ 促進

〇ICT活用好事例、レポートの『問い』や添削好事例 ➡ 収集発信
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６通信制高校に求められる教育方法
〇新学習指導要領の実現

「個別最適な学び と 協働的な学びの一体的な充実」とは

『生徒が自己調整しながら学習を進めていく

ことができるよう教師が指導すること』（文科省R3.3月版)

〇学習の自己調整が難しい生徒のニーズに合わせた《本校例①》

通信制におけるICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」

• レポートに「深い学び」につながる探究的な『問い』設定

• 評価の観点【思考判断表現】にルーブリック評価を組み込む
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一人1台端末 アンケート集約

オンライン講演 世界史考えの共有



７通信制高校に求められる学習支援体制
〇学習の自己調整が難しい生徒のニーズに合わせた 《本校例②》

組織的協働的な「学びのコミュニティ」
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教員の教科横断対応 外部教育資源活用

『トライ教室』小中学校の学び直し + 退職教員

『架け橋教室』外国生徒の学習教室 + 多文化教育Co

『キャリア活動』就職 + サポステ、SCC

『高校通級教室』就労移行支援 + 就労移行支援事業所
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オンライン通級 オンラインミーティング

学び直しトライ教室 学び直しトライ教室



８通信制高校教育は卒業後を見通す
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文部科学省令和元年「学校基本調査」〇卒業後を見通したキャリア教育

〇学習の自己調整が難しい生徒のニーズに合わせた 《本校例③》

3種類の進路指導

進学指導 就職指導 就労移行支援

【進学アドバイザー】 【キャリア活動,SCC】 【高校通級指導】



９通信制高校に求められる教育相談体制
〇保健室（98％実施校の校舎に備えている施設）

【平成28年9月27日文科省広域通信制高校に関する実態調査について（概要）確定値】

生徒登校時、養護教諭の常駐は当然と考えるが国の基準なし

〇多様な生徒に応じた教育相談体制の充実
在籍生徒の若年化・多様化している実態を踏まえ、ガイドラインの改訂等に

より養護教諭等の適切な配置に努めること等を明確にするとともに、
SC・SSW等の専門スタッフの充実や関係機関等との連携促進等を図る。

【令和3年2月25日 通信制高等学校の質の確保・向上に関する調査研究協力者会議 審議のまとめ】
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10 通信制高校の教育体制改善のために
〇 通信制高校教職員が学び合う学校文化の構築

〇 実証研究で好事例の創出・共有の場へ参加

文科省研究事業 通信制高校対象

高等学校通信教育研究協議会（文科省）

全国高等学校通信制教育研究会（全通研）など

〇 国及び所轄庁や設置者の担当指導主事等が

通信制高校システムを熟知する機会を増やし、

それぞれの通信制高校が使命を果たすために

必要な条件整備、法整備を提言
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